














































ばれる地区内を貫流する水路の管理や稲作作業における共同作業を行ってきた。浅間地区は行政的に捉えれば一二の班によって構成された集落であるが、農地の有無に注目すると、農家組合に属す家が有する農地で集落のほぼ全域が占められ おり、日常的な農地の管理は一九戸によって行われている。また これら 作業への新住民の参加はないため、浅間 区の景観を左右するのは農家組合に属している人たちの動向によることになる。こうした旧農家と新住民との懇親等の機会として、農家組合が継続してきた春祈祷などの農事暦に即した行事が利用されている。　
浅間神社は氏子が一年周期の持ち回りで担当する総代二名によって管理されている。暮れに





務所をかねた公民館が建て れるまでは、総代の家を宿にして一月と二月とに二回の新年会が開かれていた。二月の新年会は小正月の新年会と考えられていた。それが 五年ほど前に境内に公民館が建てられたことなどが契機となって 新年会は一月の一回だけとなった。それにより総代にあたる家の負担 減少していく になった。この時代には浅間地区の農家の多くが既に稲作をやめており、文字通り小正月の新年会が消滅していったこと な 。　
専業農家が二戸となっても続いたのが、神奈川県伊勢原市の大山阿夫利神社と群馬県榛名町














































輿を浅間神社拝殿に安置し、地区内の巡行は八枝神社から借り受けた幣だけで行うようになった。幣持ちを担当するのが組長 八枝神社のお札配るのが総代の担当ということになり、他の氏子は幣が全戸 一巡してくるまでの間、境内 公民館で思い思い 話をしたりカラオケに興じたりして待つことになった。　
このように浅間地区のオシシサマは簡略化しながらも現在も続けられているが、このように






照的である。 下郷区の春祈祷の場合は、 本来は広域での水田への利水を円満に行うために始まったものであろう そして、三匹獅子による雨乞い儀礼的な事由が途絶えていく過程でこ した獅子頭の巡行とい 形が特化し、地域内での円満な用水確保を図ることが意図されではないかと考える。現在では下郷区内の専業農家も、稲作を行う農家もわずか た。それでもこの行事が広域地域内での交流や地域内での懇親の機会として評価されているのは、生産活動の場として意識された空間を、新たな住民がこ 行事に参画することで、生活空間として共有するという転換ができたからでは いだろうか　
浅間組の場合は、かつて農業に従事してきた氏子たちだけの行事にとどまっていたため、共







が進んで構成員が変わっても続いていくことが予測される。七月一日の初山は近隣の地区から一年の間に生まれた子どもをと なった参詣者が集まる。この日は、浅間神社が地区の氏神としてだけでなく、近隣の人びとから評価を得る機会であり、そのこと 神社を護持している子たちがそのことを再確認する機会にもなってい 。オシシサマの事例が氏子たちが家族を含む他者からの評価を失っていった事例とすれば、初山は他者から評価を受けている事例ともいえよう。山閉めは九月一日に富士山の山閉め 同日に行われる。全国的に知られた行事と 一体感と、台風の来襲を危惧してきた旧農家の二百十日に対す 思い 重なり、平 であってもほとんどの氏 が参集する なる 浅間神社の主要 年中行事はこの日を最後にして終ることになるが、農というなりわいが主要なも でなくなった現在、限 た氏子によって護持されてきた浅間神社と地域社会と 関係がどのように推移し いくのかを示唆しているように思う。　
浅間地区の生活の変化を概観してきたが、ここで述べた変化は高度経済成長期を経験した日
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日にいたる混住化が進展することになったことは前述のとおりである。町域における都市化のひとつが農家の兼業 であるとする 、もうひとつ この混住化ということになり、地域社会の人び は新旧住民の融和に腐心することになった。農地の周縁に住ま を持つことになった新たな住民たちのなかには、兼業農家に転ずることによって耕作を休止している農家から農地を借り受け、家庭菜園を行う人たちもあり 町域の農地の新たな利用形態となった。　
昭和三〇年代からの日本の高度経済成長にともない、当時農業を中心としていた町域の人び












していった。この過程で、農家の経営形態は自立経営農家と兼業依存農家 明確に分化 ていった。前者は稲を基幹作物としながら野菜や果樹 栽培 組み合わせることで年周期 耕を行い、後者は農地管理 念頭に置いた経営を意図して、稲作から植木や苗木 生産などに転換しながら 自給用の野菜を生産すると う傾向が顕著になっていった。　
こうした流れのなかで、作物ごとに形成されていた出荷組合は解散したり自然消滅すること

























































どにより、この施設が完成したことになり、これを契機に新旧住民の地域自治に関する意識に大きな変化が現れたであろうことは想像 難くない。同センターの開設と同時に下郷集会所は廃止となり、自警消防団第二分団消防小屋という位置づけに特化されていくことになった。下郷集会所に保管されていた獅子頭も下郷農村センターに移され、この年から下郷農村センターを基点とした現在の春祈祷の巡行路は再編されたようである。区有文書での確認ができないため、傍証的に区長選出 順番と照合してみたところ、第二次世界大戦後の下郷区 区長選出方法は各組から順番に区長を選出するという方法ではなく 下郷全区域から適任の人を選ぶ方法がとられていたのが、この年から獅子の巡行順と区長の選出地域の順が合致していることが確認できた。また、四月一六日 固定していた春祈祷の日程を第二日曜日に変更したのもこ 年で、農村センターの開所の時期は下郷区をとりまく状況や生業構造が大きく変化した時期と重なり、従前の農家を中心とした自治活動 大きく転換させたことが確認できる。　
その一方で、現在の春祈祷における玉串奉奠の順序は、①中島自治会、②志の崎、③浅間、







として地区内の悪疫退散を、 地区住民総意の願意として共同祈願しようと考えたためであろう。下郷区内では毎年田植え前 はフセギの行事が重層的に おり、神奈川県伊勢原市大山神社や群馬県榛名町榛名神社への代参が行わ おり 五月三日に別所にある法光寺でる大般若経の転読により、フセギ行事が完結するこ になっていた。浅間地区 は、この間上尾市平方の八枝神社から獅子の神輿を借り 内を巡行するこ も行われており、稲作を中心とした農業が営まれ いた時代において フ ギは枢要な行事であった 加えて、利根川から取水 ている見沼代用水 の分水を共同利用して水田耕作を う下郷地区内の融和
三八
を図ることは、水系利用における衝突を緩和する意味でも重要な意味をもっていたことが考えられる。周囲の地域から、 「小室千石、 原市五百」とか「嫁に行くなら小室へ」と言われたほど、サトノタンボと呼ばれた肥沃な水田を有していた下郷区にとって、田植え前の水路への通水に際して地区内を獅子が巡行することは当時の人びとにとっては必要なことであったことが理解できる。この間の過程を実証的に検証することは現時点ではできな ったが、大方の理解が得られる展開ではないかと考える。　
町域においても稲作を主体とした農業が基幹産業ではなくなりつつあった昭和四五年頃に、











下郷地区の管理となったことで、諏訪社の獅子舞は、地区内を獅子が行列をともなって巡行する村回りの儀礼に転換していったと考えられる。獅子舞は神楽殿 行う神楽など 異なる庭の芸能であ 、威力を有する獅子が地区内を巡行することで、地区内の祓を行い、地区内の人びと 幸福と繁栄を祝福するというの 獅子舞に関する儀礼の本来の姿であり、獅子の村回りは獅子舞の本義を示すも であ 。前述した志久の天王社で行われていた獅子の巡行も同様の儀礼であり、近隣の事例では桶川市小針領家の獅子舞が北足立郡部の村回 の 舞の典型例を示すものとして知られている。　
前述した歴史的背景との関連で一つ付記しておきたい。下郷地区内を獅子が巡行する際に、
各組や自治会で のお旅所 なるヤドを準備 ことに るが、各組のヤド して想定されているのは小室氷川神社に合祀される前に各組が祀っていた神社の跡地であり、小室氷川神
四一
地域社会における祭礼の展開


























からということだけでは い。水田を失うとい 生業 変化と併せて、農業を家業としてきた各戸の家庭内の変化が大きか たのである。浅間地区では世代交代がすすむ過程で兼 農家が増加し、農業後継者の通婚圏が急速に拡大した そ により各家の意識も多様化していった。現在の水稲栽培は年二回 集約的な労働 より収穫が可能 なる農法であり、家族内での分業
四五
地域社会における祭礼の展開
や複数世代間の協業といったものを必要としない。昭和四〇年代以降に機械化による水稲栽培の大きな転換と水稲栽培の放棄とを相次いで経験していくことになった浅間地区では、それ以降に農業後継者に嫁いできた配偶者 ちは農業生産を前提とした生計維持活動をほとんど経験することがなかったのである。年周期の農作 によって生計維持活動を行ってきた農家の事情を承知しないまま嫁いできた人 ちにとって 、獅子頭の巡行による予祝的な行事は過度な労働としてのみ捉えられるこ になり、また、接待 ために職場を休む うなことが求められると、 一層、 負担となっていった。兼業農家の農業後継者とその配偶者とい 世代にとっては、水稲耕作という機会が消滅すると、こ 行事の必然性が家庭内や世代間で共有されなくなっていったのである。このよう 、中荻 浅間とは、とも 農業地帯であったが耕作地としての条件が異なり主体となる作付けが異なることで、各家族の農耕儀礼に対する必然性が変化 ていくことになったのである。　
両地域が分離した時期は、農業に従事してきた両地域の農業との関わり方が大きく変わって
































たのは、松崎憲三先生からであった。筆者が成城大学着任直後に、松崎先生から「日記を書きなさい」 というお話をいただいたことがあった。その際には、 その意味を充分に理解できなかったが、意識して二〇余年にわ って日常生活を記録してみると、自分自身の日常生活の推移のなかに微細な変化があること、そして、過去からつながるこうした微細な変化が、日常生活における「あたりまえ」 意識 形成していることを自覚していくことに った。　
現在も、さまざまな調査を各地 続けているが、筆者自身が自覚できるようになった日常生





































参考文献上尾市文化遺産活用活性化実行委員会編・制作『八枝神社のお獅子様』 （ＤＶＤ） 、二〇一六年伊奈町史編集室編『伊奈町の神社寺院』 （伊奈町史資料調査報告書第四集）伊奈町
　
一九八七年
五二
櫻井治男『地域神社の宗教学』弘文堂、二〇一〇年
